
2025年６月14日（土）13：30～15：30
横浜国立大学 経済学部 講義棟２号館 111教室

地域における市民・住民主体の

気候変動対策の過去・現在・未来

日本環境学会 第51回 研究発表会
学会設立50周年企画シンポジウム

第１部  基調報告「気候変動問題の過去から現在」 
・歌川  学 氏（産業技術総合研究所・キャリアエキスパート，日本環境学会会員）  
・柳下  正治 氏（環境政策対話研究所・代表理事） 

第２部  パネルディスカッション「市民主体の気候変動対応の現在から未来」 
・歌川  学 氏 ・ 柳下  正治 氏  
・的場  信敬 氏（龍谷大学・教授，日本環境学会共同研究プロジェクトメンバー） 
・遠藤  睦子 氏（一般社団法人  あつぎ市民発電所・理事長）  
モデレーター：氏川  恵次 氏（横浜国立大学・教授,  日本環境学会共同研究部）

開催趣旨
国際的に気候変動対策やSDGsの目標年である2030年を目前に控えて，具体的な活動がますます求められて
いる。日本でも第７次エネルギー基本計画が策定されつつあるが，学会や市民社会からも様々な意見が出され
ている。 市民・住民による気候変動対策のあり方については，欧州で活発化している気候市民会議等が日本でも
各地で具体化してきている。このような地域における市民・住民主体の気候変動対策の現状と課題，政策決定
への影響はどのようなものとなるだろうか。また、これに対して学会の研究者が果たせる役割は何だろうか。
本シンポジウムでは，第１部で気候変動対策の過去から現在までを総括するとともに，第２部では地域における
市民・住民主体の気候変動対策の今後のあり方も考えていく。

共催： 横浜国立大学地域連携推進機構

プ ロ グ ラ ム 参 加 費： 無 料



日本環境学会 第51回研究発表会 学会設立50周年企画について 

第1日目（6/14）シンポジウム： 地域における市民・住民主体の気候変動対策の過去・現在・未来 

〇開催趣旨 
今日，国際的には気候変動対策やSDGsの目標年である2030年を目前に控えて，具体的な活動が益々求められ

ているようです。日本でも第7次エネルギー基本計画が策定されつつありますが，学会や市民社会からも様々な意
見が出されているように見受けられます。 
市民・住民と気候変動対策のあり方については，近年，欧州で活発化している気候市民会議等が日本でも各地

で具体化してきています。このような地域における市民・住民主体の気候変動対策の現状と課題，政策決定への
影響はどのようなものとなるでしょうか。またこれに対して学会の研究者が果たせる役割は何でしょうか。 
本シンポジウムでは，第1部で気候変動対策の過去から現在までを総括するとともに，第2部で地域における市

民・住民主体の気候変動対策の今後のあり方も考えていきます。 
 
日時： 2025年6月14日（土）13：30～15：30 
場所： 横浜国立大学経済学部講義棟2号館111教室 
共催： 横浜国立大学地域連携推進機構 
 
＜プログラム＞ ＊以下、敬称略 
13：30～14：30 講演 
第１部 基調報告：気候変動問題の過去から現在 
・歌川 学  氏（産業技術総合研究所・キャリアエキスパート，日本環境学会会員） 
＊気候変動対策のこれまでの進展や、今後の地域でのポテンシャル・削減可能性、地域の代表的対策等を基軸に、
様々な事例を織り交ぜながらお話し頂きます。 

・柳下 正治 氏（環境政策対話研究所・代表理事） 
＊環境政策学を専攻された専門家の立場で気候変動問題にどのように取り組まれて来られたか、なぜ今、環境政策
に対して気候市民会議が必要とされているかの問題提起となる講演を頂きます。 

 
（休憩10分，参加者による質問用紙への記入） 
 
14：40～15：30 総合討論 
第２部 パネル ：市民主体の気候変動対応の現在から未来 
ディスカッション項目の例： 
・市民会議自体の成果物 
・市民会議を経た、各地域での気候変動対策の活動の展開 
（専門家・研究者・大学・研究機関等の役割、学生気候会議の実践等） 

・欧州での市民会議に比べての、日本での市民会議の独自性（行政との関わり） 
・市民の科学的問いに対する、科学的議論への研究者の関わり方・役割 

 ・多様な市民の参加の確保と市民意見の政策への反映のあり方 



 
・歌川 学  氏 
・柳下 正治 氏 
・的場 信敬 氏（龍谷大学・教授，日本環境学会共同研究プロジェクトメンバー） 
・遠藤 睦子 氏（一般社団法人 あつぎ市民発電所・理事長） 
モデレーター：氏川恵次 氏（横浜国立大学・教授, 日本環境学会共同研究部） 
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日本環境学会　第 51 回研究発表会　開催要領　

1 ．開催日程：2025 年 6 月 14 日（土），6 月 15 日（日）

2 ．会　　場：横浜国立大学経済学部講義棟 1 号館・2 号館（6 月 14 日，6 月 15 日）
〒 240-8501 横浜市保土ヶ谷区常盤台 79-1

交通機関・会場アクセス　
http://www.ynu.ac.jp/access/index.html

キャンパスマップ（2.55MB）
http://www.ynu.ac.jp/access/pdf/YNU_MAP_J.pdf
経済学部講義棟 1 号館・2 号館は，N4-2 および N4-3 です。

3 ．費　　用：
①参加費（以下 5 月 10 日（土）以降に振込・当日支払い）：一般・シニア会員 5,000 円，学生会員 

2,000 円，非会員 6,000 円　＊予稿集はデジタルデータ（PDF）にて配布します。印刷に費用がかか
らない分，例年より参加費が安くなりました。

②懇親会費：一般・シニア会員 5,000 円，学生会員 3,000 円　＊お食事等の提供の都合上，事前のお
申込みにご理解とご協力のほど，どうかよろしくお願い申し上げます。

③昼食（お弁当など）：各自ご準備下さい。会場周辺にはスーパー，コンビニエンスストア，飲食店
などがございます。当日，周辺地図を配布いたします。

4 ．参加申し込みについて：
①事前参加申し込み：同封の振込用紙によるお支払いをもって，参加申し込みといたします（振込手

数料はご負担願います）。
② 当日参加申し込み：会場にて受け付けます。

※領収書ご希望の方は当日，受付にてお申し出下さい。
※参加費を納入されて研究発表会を欠席された場合，納入された参加費の払い戻しはいたしませ
ん。

③ 諸注意：発表の方も，発表会に参加（聴講）だけされる方も，いずれも学会ウェブサイトから「事
前参加申し込み」が必要です。

5 ．第 50 回研究発表会実行委員会
実行委員： 藤野　裕弘（日本環境学会会長，元・東海大学）

日比　慶久（東海大学）
佐藤　　輝  （フェリス女学院大学）
知足　章宏（フェリス女学院大学）　

実行委員長・事務局：氏川　恵次（横浜国立大学）
　　　　　〒 240-8501 横浜市保土ヶ谷区常盤台 79-1

横浜国立大学大学院国際社会科学研究院　氏川研究室
TEL：045-339-3538
E-mail：jaes2025@jaes.sakura.ne.jp

日日本本環環境境学学会会 第第 5511回回研研究究発発表表会会 開開催催要要領領

11 ．．開開催催日日程程：：2025年 6月 14日（土），6月 15日（日）

22 ．．会会 場場：：横浜国立大学経済学部講義棟 1号館・2号館（6月 14日，6月 15日）

〒240-8501 横浜市保土ヶ谷区常盤台 79-1 

交通機関・会場アクセス

http://www.ynu.ac.jp/access/index.html

キャンパスマップ（2.55MB）

http://www.ynu.ac.jp/access/pdf/YNU_MAP_J.pdf

経済学部講義棟 1号館・2号館は，N4-2および N4-3です。

33 ．．費費 用用：：

① 参加費（以下 5 月 10 日（土）以降に振込・当日支払い）：一般・シニア会員 5,000円，学生会員

2,000円，非会員 6,000円 ＊予稿集はデジタルデータ（PDF）にて配布します。印刷に費用がかか

らない分，例年より参加費が安くなりました。

② 懇親会費：一般・シニア会員 5,000円，学生会員 3,000円 ＊お食事等の提供の都合上，事前の

お申込みにご理解とご協力のほど，どうかよろしくお願い申し上げます。

③ 昼食（お弁当など）：各自ご準備下さい。会場周辺にはスーパー，コンビニエンスストア，飲食店

などがございます。当日，周辺地図を配布いたします。

44 ．．参参加加申申しし込込みみににつついいてて：：

① 事前参加申し込み：同封の振込用紙によるお支払いをもって，参加申し込みといたします（振込手

数料はご負担願います）。

② 当日参加申し込み：会場にて受け付けます。

※領収書ご希望の方は当日，受付にてお申し出下さい。

※参加費を納入されて研究発表会を欠席された場合，納入された参加費の払い戻しはいたしません。

③ 諸注意：発表の方も，発表会に参加(聴講)だけされる方も，いずれも学会ウェブサイトから「事前

参加申し込み」が必要です。

55 ．．第第 5511回回研研究究発発表表会会実実行行委委員員会会

実行委員： 藤野 裕弘（日本環境学会会長，元・東海大学）

日比 慶久（東海大学）

佐藤 輝 （フェリス女学院大学）

知足 章宏（フェリス女学院大学）

実行委員長・事務局： 氏川 恵次（横浜国立大学）

〒240-8501 横浜市保土ヶ谷区常盤台 79-1 

横浜国立大学大学院国際社会科学研究院 氏川研究室

TEL：045-339-3538

E-mail：jaes2025@jaes.sakura.ne.jp
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会場配置図（経済学部講義棟 1 号館・2 号館）

＜ 1 日目・2 日目共通＞
　受付 （1 号館 1 階　＊ 100 教室前）
　展示室・休憩室 （1 号館 1 階 100 教室）
　A 会場 （1 号館 2 階 201 教室）
　B 会場 （1 号館 2 階 202 教室）
　C 会場 （1 号館 2 階 203 教室）
　幹事会会場 （1 号館 1 階 102 教室）

＜ 1 日目のみ＞
　総会会場 （2 号館 1 階 111 教室）
　シンポジウム会場 （2 号館 1 階 111 教室）
　懇親会会場 （第 1 食堂　＊別棟）

＜ 2 日目のみ＞
　企画セッション
　【Ｋ－ 1】 （1 号館 2 階 201 教室）
　【Ｋ－ 2】 （2 号館 1 階ラウンジ）

会会場場配配置置図図（（経経済済学学部部講講義義棟棟 11号号館館・・22号号館館）） 

 

＜1日目・2日目共通＞

受付 （1号館 1階 ＊１００教室前）

展示室・休憩室 （1号館 1階１００教室）

A会場 （1号館 2階２０１教室）

B会場 （1号館 2階２０２教室）

C会場 （1号館 2階２０３教室）

幹事会会場 （1号館 1階１０２教室）

＜1日目のみ＞

総会会場 （2号館 1階１１１教室）

シンポジウム会場（2号館 1階１１１教室）

懇親会会場 （第 1食堂 ＊別棟）

＜2日目のみ＞

企画セッション

【Ｋ－１】 （1号館 2階２０１教室）

【Ｋ－２】 （2号館 1階ラウンジ）

1 号館（マップ○N4 -2） 2 号館（マップ○N4 -3）

受付

A 会場B 会場C 会場

ラウンジ

展示室

休憩室

幹事会会場

総会会場

シンポ
ジウム
会場

１階

２階
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全体プログラム

※※	 報告者の発表日時，演題などについては，「一般報告プログラム」をご確認下さい。

■ 1 日目　6 月 14 日（土）　受付 9：00 ～
※発表 12 分間，質疑 3 分間，交代 2 分間，【　】内は発表番号

Ａ会場（201 教室） Ｂ会場（202 教室） Ｃ会場（203 教室）

開始時刻
エネルギー①／

廃棄物・都市問題①
土壌・水質①／大気汚染 環境経済・環境政策①

　9：40 【A-1】 【B-1】 【C-1】
　9：57 【A-2】 【B-2】 【C-2】
10：14 【A-3】 【B-3】 【C-3】
10：31 【A-4】 【B-4】 【C-4】
10：46 休憩（14 分間）

環境経済・環境政策②／

市民科学

環境経済・環境政策③／

環境教育①

環境経済・環境政策④／

環境教育②

11：00 【A-5】 【B-5】 【C-5】
11：17 【A-6】 【B-6】 【C-6】
11：34 【A-7】 【B-7】 【C-7】
11：51 【A-8】 【B-8】 【C-8】
12：06

│
昼食・休憩（84 分間）

「旧年度」幹事会（1号館 102 教室，12:30 ～）

13：30
│

学会設立 50 周年記念　公開シンポジウム

「地域における市民・住民主体の気候変動対策の過去・現在・未来」

会場：2号館 111 教室

15：30 休憩（15 分間）

15：45
│

日本環境学会 第 51 回 総会

会場：2号館 111 教室

17：00 休憩・移動（30 分間）

17：30
│

19：30

懇親会

会場：第 1食堂「れんが館」
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■ 2 日目　6 月 15 日（日）　受付 8：30 ～
※発表 12 分間，質疑 3 分間，交代 2 分間，【　】内は発表番号

Ａ会場（201 教室） Ｂ会場（202 教室） Ｃ会場（203 教室）

開始時刻 環境教育③
廃棄物・都市問題②／

災害関連

環境教育・環境哲学④／

環境法

　9：10 【A-9】 【B-9】 【C-9】
　9：27 【A-10】 【B-10】 【C-10】
　9：44 【A-11】 【B-11】 【C-11】
10：01 【A-12】 【B-12】
10：16 休憩（14 分間）

生態系・生物多様性 廃棄物・都市問題③
土壌・水質②／震災関連／

エネルギー②

10：30 【A-13】 【B-13】 【C-12】
10：47 【A-14】 【B-14】 【C-13】
11：04 【A-15】 【B-15】 【C-14】
11：21 【B-16】 【C-15】
11：36

│
休憩・昼食（84 分間）

「新年度」幹事会（1号館 102 教室，12:00 ～）

13：00
│

15：00

企画セッション【K-1】

（Ａ会場）

企画セッション【K-2】

（2号館ラウンジ）

その後は自由解散
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一般報告プログラム

1 日目　6 月 14 日（土）
＜Ａ会場＞

【座長：藤野裕弘】エネルギー①／廃棄物・都市問題①

　9：40 A-1 さいたま市における脱炭素地域づくりの取組について
飛田　満（目白大学）

　9：57 A-2 市町村単位の CO2 排出量現状把握と対策予測・地域発展寄与
歌川　学（産業技術総合研究所）

10：14 A-3 石炭火力と原子力発電の廃止，再エネ電力 60％達成に必要な蓄電池必要量に関する考察
○竹濱朝美（立命館大学）・歌川　学（産業技術総合研究所）

10：31 A-4 太陽光パネルの製品的特徴がリユース・リサイクルに与える影響
村上玲奈（立命館大学大学院）

【座長：歌川　学】環境経済・環境政策②／市民科学

11：00 A-5 台湾の再生可能エネルギー政策における紛争回避手続の特徴と課題
〇櫻井次郎（龍谷大学）・馬

まー

　建
じぇん

（新潟食料農業大学）
11：17 A-6 空き家の再利用によるライフサイクルアセスメントに基づいた環境負荷の試算

〇黒川創太・川越璃々夢・津野佑規（福井工業高等専門学校）
11：34 A-7 簡単な熱力学と化学に基づいて温暖化対策関連技術を説明する試み

川村邦男（広島修道大学）
11：51 A8 エネルギー貧困問題への政策の特徴―英国を中心に

上園昌武（北海学園大学）

＜ B会場＞

【座長：吉田充夫】土壌・水質①／大気汚染

　9：40 B-1 日化工工場跡地周辺道路で採取した道路脇粉塵における
クロム等有害金属元素の濃度と起源の推定

○尾崎宏和・雑賀力弥・須川央太郎・五味彩乃・林　佳奈・
鵜池杏菜・細野達也・渡邉　泉（東京農工大学大学院）

　9：57 B-2 盛土規制法施行後の土砂条例の改正動向―三重県土砂条例の改正を中心に―
黒坂則子（同志社大学）

10：14 B-3 東京都下児童生徒ぜん息被患状況の推移
○木村健一郎・権上かおる（杉並大気汚染測定連絡会）

10：31 B-4 Study on the atmospheric microplastic deposition in a roadside area
○ Annisa Nikmatul Lathifah・Young-Sik Ham
（Graduate School of Tokyo City University）
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【座長：飛田　満】環境経済・環境政策③／環境教育①

11：00 B-5 分類と構造化の視点でみた SDGs
森谷昭一（森谷工房・環境教育部）

11：17 B-6 水面が「道」になる時―浜名湖における海苔漁師の水を歩く身体性をめぐって
山﨑友香（静岡文化芸術大学）

11：34 B-7 企業価値の新たな創出―ソーシャルインパクトの可視化―
渡耒　絢（グローバル・コンパクト・ネットワーク・ジャパン）

11：51 B-8 地球温暖化緩和・産学官連携プロジェクトの大学組織とガバナンスへの示唆
横山恵子（University of California, Berkeley）

　
＜ C会場＞

【座長：渡耒　絢】環境経済・環境政策①

　9：40 C-1 マダガスカルの児童栄養改善に向けた森林農法による小規模農家への
　果樹・野菜導入のスタートアップ支援の構想

〇佐藤　輝（フェリス女学院大学）・浅川日出男（NGO マダガスカル・ミライ）
　9：57 C-2 竹福商連携による竹の資源化モデルの開発と実践

田中　力（慶應義塾大学大学院）
10：14 C-3 家具・インテリア企業のサステナブルに関する取り組みが消費者の

　エシカル意識・消費行動に与える影響に関する調査
〇于

う

　芳
ほ う い

懿・納富　信（早稲田大学大学院）
10：31 C-4 教室の木質化とその快適性

〇中山榮子（昭和女子大学大学院）・松本弥侑（昭和女子大学）
　

【座長：中山榮子】環境経済・環境政策④／環境教育②

11：00 C-5 スウェーデンのベクショーの木造建築普及政策に関わるステークホルダーの分析
　―トリプルヘリックスモデルを中心とした産官学民の協働を知る―

中西　航（NPO 法人気候ネットワーク）
11：17 C-6 アパレル製品を対象とした消費者の環境側面での意識と行動のギャップに関する研究

○馮
ひょう

　健
けんげん

源・納富　信（早稲田大学）
11：34 C7  気候変動下におけるコーヒー生産者の貧困リスク―パナマ先住民系移民を事例に

武田　淳（静岡文化芸術大学）
11：51 C8 紀伊山地の霊場と参詣道におけるエコツーリズムの環境教育効果

山本真人（富山大学）
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2 日目　 6 月 15 日（日）
＜ A会場＞

【座長：近藤雅秋】環境教育③

　9：10 A-9 小学校向けの環境出前授業の実施―事例報告―
○松本晃一・藤野裕弘（NPO 法人東海大学地域環境ネットワーク）

　9：27 A-10 学校教育（離島）における外部連携の有用性と課題について
日比慶久（東海大学）

　9：44 A-11 啓発冊子の作製を通じた環境教育の試み
　～広島県大久野島のウサギのルールの普及を目指して～

〇小倉亜紗美（呉工業高等専門学校）・佐々木晶子（広島大学）
10：01 A-12 環境・防災教育への VR 技術導入の試み

高野拓樹（京都光華女子大学）
　 　 　

【座長：日比慶久】生態系・生物多様性

10：30 A-13 生物多様性地域戦略の策定プロセスに関する一考察
　東　広之（（株）プレック研究所）

10：47 A-14 機械学習を用いた植物プランクトン一種の検出
○近藤雅秋・中川陽勇・溝口優作（三重大学）

11：04 A-15 子どもたちへの海洋教育「海
うみいく

育」実践例の紹介
細谷夏実（大妻女子大学）

＜ B会場＞

【座長：浅妻　裕】廃棄物・都市問題②／災害関連

　9：10 B-9 ベトナムにおける廃棄物分別回収・リサイクル事例の分析
村瀬憲昭（摂南大学）

　9：27 B-10 戦争による大規模破壊で発生する瓦礫中のアスベスト　― ウクライナの事例（第 2 報）
吉田充夫（（独）国際協力機構）

　9：44 B-11 シップ・リサイクル条約の発効と船舶解体廃棄物の適正処理について
吉田充夫（（独）国際協力機構）

10：01 B-12 使用済み自動車（ELV）適正管理に係る開発途上国向け国際協力の実践
前島幸司（（独）国際協力機構）

　 　 　
【座長：村瀬憲昭】廃棄物・都市問題③

10：30 B-13 中国における生活ごみ分別の実施現状と課題に関する現地調査報告
馬
まー

　建
じぇん

（新潟食料農業大学）
10：47 B-14 中東オマーンにおける廃棄物管理事業の現状について

森　達朗（（株）エックス都市研究所）
11：04 B-15 家庭由来の生ごみリサイクルの課題と拡大可能性に関する考察

〇千
ちょん

　暻
きょんあ

娥（立命館大学）・北川秀樹（龍谷大学）
11：21 B-16 リユース品の越境移動量の推計手法について

浅妻　裕（北海学園大学）
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2 日目

＜ C会場＞　

　

【座長：知足章宏】環境教育・環境哲学④／環境法

　9：10 C-9 なぜ人々は科学に背を向けるのか
柿沼美穂（東京工芸大学）

　9：27 C-10 「食べること」の意味づけと認識を広げる対話的アプローチ
加藤木ひとみ

　9：44 C-11 日本の気候変動訴訟の現状と課題
小谷真理（同志社大学）

　 　 　
【座長：上園昌武】土壌・水質②／震災関連／エネルギー②

10：30 C-12 一般廃棄物最終処分場放流水中の放射性セシウム濃度と各種元素濃度の
　関係性について

〇髙瀨和之・高橋拓人・日下部一晃（福島県環境創造センター）
10：47 C-13 宮城県北地域における放射性物質汚染廃棄物処理の現状と特措法をめぐる問題点

鴫原敦子（東北大学）
11：04 C-14 政府の発電コスト検証の問題点〜原発のコストを中心に

大島堅一（龍谷大学）
11：21 C-15 福島原発事故における民間伝承施設の意義とその利用促進に向けて

〇除本理史（大阪公立大学）・林　美帆（岡山理科大学）

自主企画セッション　　2 日目　13：00 ～ 15：00

＜Ａ会場＞

K-1 戦争・平和構築と環境問題
　 代表：吉田充夫（（独）国際協力機構）

＜ 2号館ラウンジ＞

K-2 【日本環境学会設立 50 周年企画　座談会】
日本環境学会の次の 50 年に向けて

　 主催：日本環境学会設立 50 周年記念プロジェクト・企画部

公開シンポジウム　　1 日目　13：30 ～ 15：30

（当学会会員におかれましてはシンポジウム参加への個別のお申し込みは不要です。）
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